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研究成果の概要（和文）：　先行研究より、ヒトでは物体認識において局所的な特徴よりも全体的な特徴についての情
報を優先的に処理する傾向が見られるのに対し、ヒト以外の霊長類や鳥類、ヒトの乳児では必ずしも全体的な処理を優
先的に処理する傾向は見られないことが示されてきた。
　本研究では、チンパンジーと3ヶ月から12ヶ月のヒトの乳児を対象に、部分的な形の情報を時間的に統合して全体的
な形の情報を知覚する能力を調べるため、スリットの隙間から水平方向に動く線画を認識する課題をおこなった。その
結果、形態情報の統合能力は、チンパンジーよりもヒトの方が優れていること、ヒトでは生後5,6ヶ月頃から発達する
ことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：While humans tend to process global features before analyzing local features on th
e visual object recognition (global precedence effect), accumulative comparative and developmental studies
 have shown that the global precedence does not necessarily occur in nonhuman primates and avian species, 
and human infants. The present study examined the ability to integrate global motion and global form infor
mation in chimpanzees and human adults, and 3 to 12-month-old human infants by using a slit-viewing task. 
The results suggest that humans were superior to chimpanzees in the ability to integrate spatio-temporal i
nformation and such ability emerges by 5 month of age in human infants.
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１．研究開始当初の背景 
 他の動物と比較した際のヒトの視覚情報
処理の特徴の 1つとして、視覚情報を時間的、
空間的な「まとまり」として統合する能力、
すなわち、知覚的体制化の能力が優れている
ことがあげられる。 
 これまでの比較認知研究からも、ヒトとそ
の他の霊長類では、複数の物体の空間的な配
置から全体的な形状を認識する能力に違い
があることが示唆されてきた。たとえば、全
体的な構造と部分的な構造を同時に持つ階
層的な図形（e.g. 「H」という文字が多数の
小さな「S」という文字の配列から構成され
ている）を知覚するとき、ヒトでは全体的な
構造を部分的な構造に比べ優先的に処理す
るのに対し(Navon, 1977)、マカクザルは部
分的な構造を先に知覚する傾向があること
(Hopkins and Washburn, 2002)、チンパンジ
ーでは個体により異なる傾向が見られたと
いう報告がある(Matsuno and Tomonaga, 
2007)。しかしながら、時間的な情報の統合
についての検討は非常に少ない。 
 一方、ヒトの乳児の発達研究からも、視覚
情報の空間的統合能力の発達は非常にゆっ
くりと発達することが示されてきた (e.g. 
Kovacs, 2000)。それに対し、時間的統合を必
要とする課題では十分に検討されていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、このような種差が、視覚情報
の空間的な統合だけでなく、時間的な統合で
も生じるか否かについてチンパンジーを対
象に検討することにより、視覚情報の体制化
に関する進化的基盤を探る。さらに、同様の
パラダイムを用いてヒトの乳児を対象に検
討することにより、そうした能力の発達過程
についても明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 視覚情報の時間的統合能力を検討する1つ
の方法として、成人ではスリット視条件下で
の物体認識課題(Parks, 1965)が用いられて
きた。本研究では、成人との直接比較を可能
にするため、言語による物体の命名を必要と
する従来の方法を用いず、チンパンジーでは
継時見本合わせ、ヒト乳児には馴化-脱馴化
法という手続きを用いた。 
 
(1) チンパンジー 
 京都大学霊長類研究所の4個体のチンパン
ジーと、8 名の成人を対象に次のような課題
を実施した。 
 まず、タッチパネルの装着されたディスプ
レイ上に、中央に白色のスリットが入った灰
色の画面と、スタートキーが提示された。チ
ンパンジーがスタートキーに触れると、スリ
ット後ろで線画が水平方向に動く動画（Slit
条件）、またはスリットの前で線画が同様に
動く動画（Full-view 条件）が提示された（図
１参照）。続いて 3 つの線画が提示され、そ

の中から始めに提示されたものと同じ線画
に触れれば正解となった（図 2 参照）。Slit
条件で線画を正確に知覚するためには、線画
の部分的な情報を時間的・空間的に統合する
必要がある。そこで、まず Full-view 条件で
線画の知覚ができることを確かめた後、Slit
条件の正答率をチンパンジーとヒトで比較
した。 

図 1. 線画の全体が見える Full-view条件と
一度に一部分しか見えない Slit条件。 

 

図2. 3つの線画から先に見た線画と同じもの
を選択するチンパンジー（撮影：伊村 知子） 
 
 (2)ヒト乳児 
 生後 3 ヶ月から 12 ヶ月の乳児、67 名を対
象に実施した。 
 乳児は養育者の膝の上に座った状態でデ
ィスプレイに提示される動画を観察した。 
実験は馴化試行とテスト試行から構成され
ていた(図 3参照)。まず、馴化試行では、ス
リットの後ろ（Slit 条件）、またはスリット
の前（Full- view 条件）に線画が繰返し水平
方向に動く動画を 20 秒×4 試行、提示した。
続くテスト試行では、2 種類の線画を左右に
10 秒間×2試行、提示した。テスト試行の線
画の一方は馴化試行と同じもの、もう一方は
新奇なものであった。乳児がスリット視条件
で線画の形を知覚できるならば、テスト試行
で新奇な線画の方をより長く注視すること
が予想された。 
 
４．研究成果 
(1)チンパンジー 
  Full-view 条件では、全てのチンパンジー 
 



図 3. Slit条件と Full-view条件の手続き 
 
が 90%以上の正答率を示した。つまり、チン
パンジーも動いている線画を正確に認識で 
きたといえる。一方、Slit 条件では、チンパ
ンジーよりもヒトの方が高い正答率を示し
た（ヒト：94.7%、チンパンジー：55.7%）。
さらに、このような種差がチンパンジーにと
って馴染みのない線画を用いたことにより
生じたのではないことを確かめるために、意
味を持たない図形（無意味図形）を用いて
Slit 条件の線画の認識を調べたところ、再び、
チンパンジーよりもヒトの方がはるかに高
い正答率を示した（ヒト：88.4%、チンパン
ジー：45.4%）。 
 
(2)ヒト乳児 
 Full-view 条件では、生後 3ヶ月から 12 ヶ
月の全ての月齢の乳児でテスト試行におい
て新奇な線画の方を長く注視する傾向（新奇
選好）が見られた。つまり、全ての乳児が動
いている線画を正確に認識できたといえる。
一方、Slit 条件では、生後 5,6 ヶ月以降の乳
児では新奇選好が見られたのに対し、生後
3,4 ヶ月の乳児ではそのような注視傾向は認
められなかった。したがって、スリット視条
件での線画の認識は生後5ヶ月頃から発達す
ることがわかった。 
 
 以上の研究成果から、時間的・空間的にバ
ラバラな視覚情報を1つのまとまりとして統
合して見るはたらきもまた、ヒトで特に優れ
ている可能性が示唆された。さらに、ヒトで
はそうした能力が生後5,6ヶ月という比較的
早い時期から出現する可能性が示唆された。 
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